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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、英語の接頭辞付加に注目し、その形態論上の位置づけを、通時的・
共時的観点から明らかにすることである。接頭辞付加は、通常、接尾辞付加と類を成し、派生形態論の一部とし
て位置づけられている。しかし本研究では、「接頭辞付加は、複合または屈折のどちらかの操作と類を成す」と
いう仮説を提唱し、その妥当性を通時的・共時的データに基づいて検証する。この仮説が正しければ、接頭辞付
加は派生形態論においては役割を持たないという帰結が得られる。本研究は、英語の接頭辞およびその付加の本
質的性質を明らかにするとともに、英語形態論の内部構成（派生・複合・屈折の境界）に関する理解を一層深め
るものである。

研究成果の概要（英文）：This study aims to examine the morphological status of English prefixation 
from both diachronic and synchronic perspectives. Prefixation, along with suffixation, is generally 
considered part of derivational morphology. However, this study proposes the hypothesis that “
prefixation is grouped together with either compounding or inflectional processes,” and it examines
 the validity of this hypothesis based on diachronic and synchronic data. If this hypothesis is 
correct, then prefixation does not play a role in derivational morphology. This study contributes to
 elucidating the intrinsic nature of prefixes and prefixation in English, thereby deepening our 
understanding of the internal structure of English morphology, particularly the boundaries between 
derivation, compounding, and inflection.

研究分野：英語学、形態論

キーワード： 関係形容詞　形容詞化　名詞修飾　特質構造（Qualia Structure）　等位複合語　主要部性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の主な対象は接頭辞を伴う名詞由来形容詞をはじめとした名詞修飾要素である。英語形態論研究におい
て、派生形容詞およびその形成過程に関する研究は、他の複雑語の場合と比べて、遅れていることが指摘されて
きたが、本研究は、名詞修飾要素を重要な分析対象とすることで、未開拓の部分が多い派生形容詞自体の性質の
解明に貢献することができる。
また、本研究の仮説である「接頭辞付加は複合と屈折のいずれかの操作と類を成す」という観点から接頭辞付加
を再整理する試みは少ないため、本研究は接頭辞付加の新たな姿を明らかにできる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 主要な形態操作として派生、複合、屈折が挙げられる。接頭辞を付加する操作は、接尾辞付加
とともに、派生形態論として位置づけられるのが一般的であるが、先行研究の観察や知見をまと
めると、複合と屈折という 2種類の操作に分かれる可能性が見えてくる。そこで、本研究課題は
「接頭辞付加は、複合または屈折のどちらかの操作と類を成す」という仮説を立て、その妥当性
を検証する。 
 接頭辞付加を複合とみなす研究として長野 (2013)が挙げられる。長野 (2013)は、多くの英語
の接頭辞が、接尾辞（機能語）ではなく語彙素（内容語）と類を成すことを指摘している。そう
であれば、接頭辞の付加は、語彙素を結合させる操作であり、これは複合ということになる。一
方で、Emonds (2005) では、Emonds (2000)で提唱された理論的枠組み (Bifurcated Lexical Model) 
に基づき、接頭辞は、時制形態素といった屈折接尾辞と同様の操作によって音韻具現されるとい
う分析の方向性が提示されている。これらの研究に基いて上記の仮説の方向性を打ち出したの
が Isono et al. (2018) である。この研究が注目したのは、長野 (2013) が語彙的な接頭辞（豊かな
意味を持つ、内容語の性質を持った接頭辞）を扱う一方、Emonds (2005) が機能的な接頭辞（否
定やアスペクトに関わるような、機能語の性質を持った接頭辞）を中心に論じている点である。
このことから、語彙的接頭辞の付加は複合として、機能的接頭辞の付加は屈折型の操作として分
析できると主張した。本研究課題は、この方向性をさらに発展させるものである。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、上述の仮説を検証することを通して接頭辞付加の形態論上の位置づけを明らかに
する。この仮説が正しければ、接頭辞付加は派生においては役割を持たないことになる。ここで
問題になるのは、語の品詞を変える機能を持つようにみえる接頭辞の存在である。例えば、anti-
や pro-といった接頭辞を付加して形成される語は、名詞を修飾することができ、この点で形容詞
であるようにみえる（例：anti-war movement, pro-popery Ministry）。もしこれらの接頭辞に形容詞
化の機能があるとすれば、英語が一般的に従う「右側主要部の規則」 (Williams (1981), Nagano 
(2011)) の反例となるとともに、上記仮説にとっても問題となる。そのため、これらの接頭辞を
どのように扱うのかという点に答えることが重要となる。 
 
 
３．研究の方法 
 先行研究から得られる知見を基に、Oxford English Dictionary Online (OED) などからデータを
収集し、その分析を行う。OED は、各語（および、各定義での用例）の初出年や語源に関する
情報が掲載されているため、通時的観点からの調査を行うことができる。また、共時的な観点か
らの調査として、英語母語話者による文法性判断テストを行う。これらを通じて、上記仮説の検
証を行っていく。 
 
 
４．研究成果 
 本研究課題の中心的な問いは 2 節で挙げたものであったが、これに関連して大きく 2 つの付
随した論点に取り組むこととなった。まず、複合・派生・屈折の区別においてはその操作に参入
する要素の性質（内容語であるか機能語であるか、など）が重要になってくるが、この点から名
詞化接尾辞と、名詞が「透明な主要部」（後述）として機能している複合語の分析を行った。ま
た、anti-や pro-といった接頭辞が形容詞化を担わないのであれば、結果としてできる修飾語は名
詞のまま名詞を修飾することになる。そこで、「名詞による名詞の修飾」に注目する必要が生じ、
この観点から関係形容詞（例：industrial < industry + -al）および同格複合語（例：singer-songwriter）
を含めて研究を展開することになった。これらの点を含めて、本研究課題の主要な成果は、次の
3点にまとめることができる。 
 
(1) 複雑語を形成する要素の性質と主要部性 
 名詞化接尾辞の研究として、Naya (2018) を発展させる形で、現代英語における-ment付加に焦
点をあてた。OED の調査により、1900 年以降に形成された-ment 名詞の中には、名詞（もしく
は）形容詞に-mentが付加している例や、転換動詞に付加している例がみられることが分かった。
これらは、-mentを派生接辞（機能語）の性質のみを持つ要素と考えると問題となってくる。ま
ず、機能語は多くの場合、それが付加する統語範疇は一定であり、動詞を選択して名詞化する要
素である-mentが名詞または形容詞に付加するのは例外的な現象にみえる。また、「転換により品
詞変換を経た語には派生接辞は付加しない」という一般化が知られているが (Myers (1984))、こ
の点で現代英語の上記の例は問題となる。これらの一見例外的な語について、Emonds (2000)の
枠組みにおいては-mentを内容語としてみることができ、これらの語を複合語として分析できる



ことを示した。これは、多くの名詞は相手の品詞に依らず複合語を形成することができ、また、
上記の一般化は「派生接辞」に対するものであり、内容語としての名詞がこれに従わないとして
も、問題にはならないからである。これらの成果は形態論専門の国際学会で発表することができ、
発表で得たフィードバックを基に発展させて論文化し、国際ジャーナルに投稿することができ
た。 
 以上の例は、本来は機能語とされる要素が内容語として振る舞う例であるが、それとは逆の例、
つまり、本来は内容語であるが機能語として振る舞うことで生じる現象として、複合語における
「透明な主要部 (transparent head)」(Toman (1986)) を挙げることができる。複合語は通常、主要
部が補部に選択する要素を決めるが、一部の複合語では、非主要部が主要部を超えて補部を選択
している。例えば(i) the healing-time of all ills (Boase-Beier (1987)) および (ii) a guidebook to modern 
linguistics (竝木 (1985)) において、前置詞句を選択しているのは下線部の複合語のうち非主要部
（つまり、heal(ing)と guide）である。これらの例の主要部は言わば無視されており、補部選択と
いう点においては「透明」になっている。Naya (2018) においては、(i)に注目し、このような複
合語の透明な主要部となれるのは、名詞の中でも機能語のように意味の薄いもの（例：time, period, 
process, place）に限定されると主張した。一方で(ii)のタイプの主要部は guidebook, input structure, 
invitation cardなどに見られるように、意味の「濃い」名詞である。そのため、これらの名詞が透
明になっているのは、その本来的な性質によるのではなく、非主要部との意味上の関係によるも
のであると主張した。具体的には、この種の複合語の主要部と左側要素は、上位語・下位語の関
係もしくは部分・全体の関係にある。guidebookであれば、「guideは bookの一種である」という
関係が成り立つのである。この成果は国内ジャーナルの English Linguistics において論文として
発表することができた。 
 
(2) 名詞由来修飾語 
 anti-や pro-が付加した語の品詞を考える上で重要なことは、これらが「形容詞」とされる場合、
その多くが名詞を前位修飾しているという点である。名詞を前位修飾する要素は必ずしも形容
詞である必要は無いため（例：industry output）、名詞前位修飾の例は anti-や pro-に形容詞化能力
を認めることの強い証拠とはならない (Naya (2017))。一方で、anti-Xや pro-Xといった語が述語
位置に現れる例は依然として問題となる。そこで、Ishida (2020) による接頭辞付き関係形容詞（名
詞由来形容詞の一種；monochromatic, binational, multiracialなど）の分析を応用することで、この
問題の解決を試みた。関係形容詞は限定用法のみを持ち、修飾対象の名詞の分類を行う形容詞と
して知られるが、接頭辞付きの関係形容詞は、述語位置に現れることができる。Ishida (2020) の
分析によれば、このような関係形容詞は名詞修飾用法を維持しているものの、接頭辞が対比を喚
起するために、修飾対象の名詞を削除することができ、結果として当該関係形容詞があたかも単
独で述語位置に現れているように見えるのである。これと同様のことが、anti-や pro-にもあては
まると考えることができる。つまり、これらの接頭辞も「反対」「賛成」という対比に関わるた
め、その修飾対象を削除することができるのである。 
 このような分析を推し進める上では、次の根本的な問いが重要となる。すなわち、本来的には
限定用法で用いられる関係形容詞が、対比の環境に置かれる場合には述語位置に生起できるの
はなぜかという問いである。本研究課題では、まず、関係形容詞の分類機能は、基体名詞が修飾
対象の名詞の特定の特質役割（Qualia Role）と結びつくことによって生じると主張し、その上で、
この結びつきが対比によって明確になるという点から上述の問いに答えた。この成果を日本英
語学会国際春季フォーラム 2021において発表し、優秀発表賞（佳作）を受賞するに至った。 
 
(3) 名詞による名詞の修飾 
 上記の議論は、さらに、「名詞による名詞の修飾」を含めて発展させることができた。そのき
っかけとなったのは、「名詞＋名詞」と「関係形容詞＋名詞」の比較である (例：industry output 
vs. industrial output)。先行研究においては、両者の間には意味上の違いは無いされてきた。一方、
本研究課題において、まず、両表現がそれぞれ表すことのできる意味範囲には違いがあり、「名
詞＋名詞」の方がより広い関係性を表せることを明らかにした。次に、このような違いが生じる
理由について、分類に関わる機能範疇の有無という点から論じた。関係形容詞は、分類に関わる
機能範疇によって修飾対象の名詞と関係付けられる一方 (Shimada and Nagano (2018))、名詞が名
詞を修飾する場合にはそのような機能範疇による介在が無いため、より自由度が高いのだと考
えられる。 
 また、同格複合語（例：singer-songwriter）の構成素間の関係に関して、形態論と語用論の関係
という観点を含めて考察を深めることができた。同格複合語は一般に等位複合語に分類される
ものの、情報構造といった談話上の要因が、(i) より好まれる構成素の順序、(ii) 構成素間の修飾
関係および複合語全体の解釈、(iii) 強勢位置といった点に影響を与えることを、インフォーマン
ト調査から得られたデータに基づいて論じた。 
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